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学校評価について
１ 学校評価の目的 文責 教頭

教育活動その他の学校運営

目標を設定

達成に向けた取組の適切さ等について評価

組織的・継続的な改善

《「学校評価ガイドライン」〔改訂〕 文部科学省より》

２ 学校評価について，本校としての基本的な考え方と評価計画

ＰＤＣＡサイクルによる学校評価
前年度１～３月

次年度の教育課題と改善策の決定
本年度４月

学校評価計画の決定
学校関係者評価委員会は，学校評議員会が兼ねる。 本年度２月

職員，児童，保護者による評価

自己評価及び学校関係者等評価の実施

結果の公表・説明

説明責任

学校・家庭・地域
連携協力による学校づくり

学校評価の結果に応じて

学校に対する支援や条件整備等の改善措置

一定水準の教育の質の保証とその向上

法令に基づき 学校評価の実施

ＰＬＡＮ(目標・計画)
ＤＯ(教育活動・学校運営)
ＣＨＥＣＫ(評価)
ＡＣＴＩＯＮ(改善と新たな目標設定)
ＰＤＣＡサイクルによる学校評価

評価→教育活動・学校運営の改善を図る

「努力点」を自己評価の「評価項目」
「具体的方策 」を「評価の観点」

として設定
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３ 学校評価の内容等
(1) 学校評価の自己評価

名称・評価者 内 容 期 日 担 当
１ 学校運営評価 ○ 知徳体の３部門，各部，各教科，各種領 ７月,12月,3月 教務
(学校教職員) 域部で運営計画を作成し，教育活動や運営 集約

計画について，各部で必要な事項について
評価する。 ８月,1月,3月

○ 評価結果に基づき，改善点を示し，成果 全体会①②③
を上げる。

自 ２ 各行事の評価 ○ 主な行事終了後に，保護者に記述式また 各行事ごと 各行事担当者
(学校教職員) は選択肢式のアンケートを実施し，成果や

問題点を把握する。
己 ○ 各担当者は行事の成果や問題点を明らか

にして，次年度に生かす改善策を提示する。
１ 学習指導全般 ○ 学力検査(NRT・基礎基本定着度・全国学 NRT(2~6 年) 教育方法

評 知能・学力検査 力テスト等)を実施し，児童の学力の 実態 知能検査
(児童) を把握する。 (2･4･6 年) 教務
(学校教職員) ○ 授業研究を通して，教職員の指導力を向 授業研究と授

価 上させるとともに，教職員の研修について 業評価 研修
自己評価を実施する。

４ 児童の意識調査 ○ 全児童を対象に，学校や家庭，地域での ７月実施・集約
(児童) 学習や生活について自己評価を実施する。 生徒指導

２月実施・集約
５ 保護者アンケー ○ 平成２９年度湯田小学校の教育活動につ ７月実施・集約
ト いて保護者のアンケートを実施し，調査結 教頭
(保護者) 果に基づき，教育活動・運営活動の改善を ２月実施・集約

図る。
(２) 学校関係者評価

名称・評価者 内 容 期 日 担 当
○ 学校関係者評価の進め方(内容，期日，方 第１回評価委 教頭

学 学校関係者評価 法等)について共通理解を図る。 員会(６月)
校 (学校評議員５名) ○ 普段の学校生活の様子を把握してもらう 第２回評価委
関 ために評価委員による参観を実施する。 員会(１１月)
係 ○ 目標の達成状況，教育活動，運営活動の 第３回評価委
者 取組状況について評価委員から評価を受け 員会(３月)
評 る。
価 ○ 今年度の成果目標，教育活動，運営活動 評価シートの

の総括と次年度の教育課題及び改善点の方 記入２月上旬
向について意見を聴取する。

４ 結果の分析と報告

評価結果については，HP・学校便り等

公表

結果の分析→担当分掌で集約・報告

重点課題に対する学級の教育活動評価

毎学期反省評価→評価結果を速やかに次期
の教育活動に生かす


